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１　特定生活関連施設のチェック項目一覧表

●印の項目について、チェックが必要となる。

1 2 3 4 5 6

官公庁施設 ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

医療施設等 ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ●※1 ●

● ● ● ● ● ●

文化施設 ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

環境衛生施設 ● ● ● ● ● ●

公共交通機関の施設 ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ●※1 ●

※1　「段を設ける場合の点状ブロック等の敷設」の基準細目を除く。

特定生活関連施設のチェック項目一覧表

種
類

生活関連施設
（整備基準への適合努力義務）

特定生活関連施設
（事前協議の義務）

整備基準の項目

出入口 廊下等

建
築
物

国・県・市町村等の庁舎等

社会福祉施設等

身体障害者社会参加支援施設

障害者支援施設、ケアホーム、福祉ホーム

利用
する
者の
意見
を聴
くた
めの
措置

階段
敷地
内の
通路

保護施設

婦人保護施設

母子福祉施設

老人福祉施設・有料老人ホーム

介護老人保健施設

児童福祉施設

公民館、図書館、博物館、美術館、動物園等

教育施設

学校、専修学校・各種学校

自動車教習所

公共職業能力開発施設、職業訓練施設

隣保館等

グループホーム

病院、診療所、助産所

ガス、電力会社等の支店、営業所

電気通信事業の事務所

金融機関等の施設

銀行の本店、支店、営業所

貸金業者の営業所、事務所

郵便局

すべてのもの
のうち小規模建築物
（用途面積100㎡未

満）の場合

便所

◆小規模建築物（用途面積100㎡未満）の場合◆

神社、寺院又は教会等

結婚式場、葬祭式場等

駅舎、バスターミナル、（船舶）旅客施設、空港ビル

その他の施設

集会場、公会堂等

火葬場

公益事業施設
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④「延べ面積」欄の「用途」
は、当該協議の対象となる特定
生活関連施設とそれ以外に区分
して、それぞれの用途を記入し
てください。

⑤「延べ面積」欄の「面積」
は、当該協議の対象となる特定
生活関連施設とそれ以外に区分
して、それぞれの面積を記入し
てください。

２　協議書の記入方法（様式その２）

③「工事種別」欄には、当該協
議の対象となる特定生活関連施
設の工事種別を記入してくださ
い。なお、大規模の修繕、大規
模な模様替え及び用途変更の場
合は、その他に記入してくださ
い。

②「構造及び階数」欄には、当
該協議の対象となる特定生活関
連施設の構造及び階数を記入し
てください。

①「主要な用途」欄には、当該
協議の対象となる特定生活関連
施設の用途（規則別表第１の施
設名）を記入してください。

① 

② 
③ 

⑤ ④ 
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⑴屋外に面する地上出入口で、雨仕舞いの点から、高低差2㎝程度以内で丸みを持たせた段とする場合。
⑵屋内の室出入口等で、高低差1㎝程度以内で丸みを持たせた段とする場合。

⑤「車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置」とは、車いす使用者が楽に通過できるよう段のある
敷居や溝などを設けないようにします。ただし、次の場合を除きます。

①「地上出入口」とは、直接地上に
通ずる出入口をいいます。なお、避
難階（直接地上へ通ずる出入口のあ
る階をいう。）が複数ある場合は、
それぞれの階に整備基準を満たす１
以上の出入口が必要となります。

⑬「つまづきにくい構造」とは、蹴込み板のない階段や透明なガラス板の階段など以外をいいます。

⑩「高低差がある場合」（段を設ける場合）には、傾斜路等を設置し、車いす使用者が通過できるようにして
ください。

⑦「（整備基準に適合する各）駐車場出入口」とは、駐車場出入口の整備基準（有効幅員、戸の構造及び形
式、段の不設置）を満たす各駐車場出入口をいいます。

④「車いす使用者が円滑に通過でき
る戸の構造及び形式」とは、自動ド
ア、手動の引き戸としています。
なお、開き戸とする場合は、扉を円
滑に操作できるよう余裕スペースを
確保するものとします。また、回り
扉は設置しないことが望ましい。

③「室出入口」とは、不特定かつ多
数の者が利用し、又は主として高齢
者若しくは障害者で日常生活若しく
は社会生活に身体の機能上の制限を
受けるものその他日常生活若しくは
社会生活に身体の機能上の制限を受
ける者（以下「高齢者、障害者等」
という。）が利用する各室の出入口
をいいます。

３　整備基準の解説（様式その２）

②「駐車場出入口」とは、百貨店の
地下に駐車場がある場合などで、直
接駐車場に通ずる出入口をいいま
す。

⑥「整備基準に適合する各地上出入口」とは、地上出入口の整備基準（有効幅員、戸の構造及び形式、段の不
設置）を満たす各地上出入口をいいます。

⑪「回り階段」とは、らせん階段や回り段を設ける場合などをいいます。

⑨「120㎝以上」とは、歩行者が横向きとなればと車いす使用者がすれ違える寸法です。

⑧「（整備基準に適合する各）適合室出入口」とは、室出入口の整備基準（有効幅員、戸の構造及び形式、段
の不設置）を満たす各室出入口をいいます。

⑫「踏面とけこみ及び段鼻との識別のしやすさ」とは、段鼻とその周囲との明度、色相又は彩度の差などによ
り見分けやすい場合とします。

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

➅ 
➆ 

➇ 

➈ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

（整備基準チェックリスト） 

⑤ 

⑤ 

余裕ｽﾍﾟｰｽ 

（参考図） 
●開き戸 

⑩ 

※この項目は、各出入口を設ける場合に記入してください。 
※ 

※この項目は、廊下等を設ける場合に記入してください。 
※ 

※この項目は、階段を設ける場合に記入してください。 ※ 
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②便房における「十分な床面積の確
保」とは、車いすで使用可能なゆと
りのある広さのものとします。

⑥「つえ、車いすのキャスター等が
落ち込まない溝ぶた」とは、側溝、
排水枡・横断側溝などを設置する場
合には、手掛け部分の切り掛けが狭
くなっているコンクリートぶたや細
目グレーチングなどを使用すること
とします。

⑤「点状ブロック等の敷設」とは、
傾斜路の起終点には、注意喚起とし
て点状ブロックを敷設します。

③「操作が容易な水栓器具」とは、
自動水栓式、レバーハンドル式など
とします。

①多機能便房の出入口の「有効幅員
（80㎝以上）」は、車いす使用者
が通過できる寸法です。

④「段を設ける場合」とは、屋内は
1㎝、屋外は2㎝を超える段差を設
ける場合とします。

① 

① 

② 

③ 

⑥ 

④ 

⑤ 

※ ※この項目は、敷地内の通路を設ける場合に記入してください。 

4



⑴ 計画段階でのワークショップによる意見聴取
⑵ 施設利用者へのアンケート調査の実施

⑶ 定期的に利用者等による点検の実施
⑷ 施設利用者からの御意見箱の設置

⑸ 施設のホームページを活用した意見聴取

「意見を聴く」とは、次のような方法が考えられます。

①「利用する者の意見を聴くための措置」とは、条例第１６条においては、施設を利用する者の意見を聴くよ
う努めなければならないとしています。

① ※ 
※この項目は、必ず記入してください。 
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